
雨水集水・散水
雨水集水・散水 すりばち状の地盤面すりばち状の地盤面

多方向から見通しが良く
火災発生場所の特定がしやすい
多方向から見通しが良く
火災発生場所の特定がしやすい

危険なエリアを避けて避難できる
消防隊が火源に早く到着
要救助者の早期発見

危険なエリアを避けて避難できる
消防隊が火源に早く到着
要救助者の早期発見

消防活動消防活動

ろ過層ろ過層 雨水を防火水槽
に貯水
雨水を防火水槽
に貯水

壁・天井一体型ユニット
による個室
壁・天井一体型ユニット
による個室

火災時の熱と煙
を上部に排出
火災時の熱と煙
を上部に排出

大規模に倒壊した木造部分は
地盤面で受け止め鎮火する
大規模に倒壊した木造部分は
地盤面で受け止め鎮火する

遊歩道は周辺地域と繋がり、木質化の風景を身近に感じられる

快適な光と木質感にあふれた居住空間

寺田町駅前から都市の魅力を再生する 未来の姿。危険密集地域を解消して木質都市の風景を増やす

都道府県 指定地区 面積
東京都 17 地区 247ha
神奈川県 29 地区 355ha
京都府 6地区 220ha
大阪市 33 地区 1,014ha
兵庫県 4地区 190ha

６６

● 本提案は大阪市生野区にある寺田町駅前を計画地とした。大阪市は他の都市部に比べて危険密集市街地が未だ多くあり、大阪環状線外周部の戦災を逃
　れた地区は防災性や住環境の点で様々な課題を抱えている。特に大阪市生野区の多くが「防災性向上重点地区及び優先地区」に該当し、自然災害・火災・
　避難の課題を早急に解消しなければならない場所である。
● 寺田町駅南東エリアの危険密集地域には避難拠点となる場所が限られているため、本提案は密集地域の多くの防災課題を解消できる。全国に存在する様々
　な課題を抱える地域に本提案・技術を展開していくことは、地域の防災力を高めるとともに、日本らしい魅力ある木造都市の形成に寄与する。

密集市街地の解消とあわせて災害レジリエンスも高められる

出展：国土交通省，地震時等に著しく危険な密集
市街地の地区数、面積、地域防災力の向上に資す
るソフト対策実施状況一覧（R� 年 � 月時点）より

全国の密集市街地未解消地区
（上位 � 都市）

大阪市は未だ危険密集市街地の
未解消地域が多く、R�� 年までに
概ね解消する目標を定めている。

大阪駅大阪駅
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密集市街地未解消：優先地区（約 ����ha のうち寺田町駅周辺：R� 年度）

計画敷地と周辺の避難場所 S=1/20000計画敷地と周辺の避難場所 S=1/20000

寺田町駅寺田町駅

計画敷地計画敷地

● 人工地盤（２階床）より下階は、十分な耐火性能を持つ堅牢な躯体とする。
● 耐火構造となる１階に平常時は周辺地域の人々が気軽に利用できる公共コミュニティ施設としての機能を
　持たせ、その拠点力を活かして非常時には防災拠点へと容易に機能転換できる。
　① 上層階や周辺地域の火災時：一時避難後の安全な待機場所、消防活動拠点となる。
　② 地震時等の自然災害時：� 階の人工地盤上の緑地は一時避難場所、� 階は被災者向けの滞在場所となる。
● 地域密着型のモノづくり施設として稼働するみんなの木工所は、非常時には避難者用の木製間仕切りや
　簡易ブースを製作して設置することができる。

日常の駅前広場は消防活
動空地としても機能する

道路を引き込み消防車
両が通行しやすくする

上部地盤面で集水した
雨水は、濾過して防災
拠点内の防火水槽に貯
水する

平常時：駅前からの憩い広場平常時：駅前からの憩い広場

平常時：みんなで使う木工所平常時：みんなで使う木工所

災害時：避難場所（一時避難）災害時：避難場所（一時避難）

非常時：避難ブース製作非常時：避難ブース製作 平常時：プール・貯水槽平常時：プール・貯水槽 非常時：消防非常時：消防

平常時：会議・コワーキング平常時：会議・コワーキング

災害時：避難場所災害時：避難場所

地域に安心を→地域コミュニティと連携する防災拠点を整備55

● 耐火コアで分離された平面計画を活かし、区画ごとに建設・更新
　が可能である。耐火コア部分を構築した後、居住空間となる木床
　ユニットを� フロアずつ屋上クレーンで吊り上げて建設していく。
● � フロアの木床ユニットは「みんなの木工所」にて製作可能な木
　部材で構成し、それらを揚重して各階で組み立てて一体化する。
● 火災後等の部分改修時は、屋上クレーンを使って区画ごとの
　解体→建設が可能なので、建物全体として長く使い続けられる。

耐火コア・建設時

� フロアの木床ユニットの施工方法

木床ユニット建設時・火災時等更新時

屋上クレーン

木床ユニット
組立て

仮設で下階
から支え
ながら組立て

RC コアを
先行建設

適材適所で施工性に考慮した木質化44

棒鋼により各部
材を緊結固定

棒鋼

加工場にて
製作した部材

本実の接合で
組立て・解体を容易に

RC耐火コアとの
支点付近、燃え代
の厚さを多く取る

RC耐火コアと
の接合範囲

● 天井のフィンは平常時には自然光を室内
　に届け、やわらかな自然光が入る快適な
　光環境となる。またフィン内部の水が輻
　射冷暖房として機能する。
● 住宅やオフィス等に利用でき、水回り等
　の間仕切りが必要な部屋は、壁と天井が
　一体のカプセル型ユニットで構築するこ
　とで、天井の排熱機構を活かしながら
　プライバシーを確保できる。

自然光がフィンで
拡散し室内を照らす 輻射冷房

オフィス、住戸のプラン例

：カプセル型ユニット部分

住戸�

住戸� オフィス

多様な用途に対応する木造の居住空間33

● 火災時の中高層建築のネックである避難時間と消防活動時間を
　短縮する。垂直避難動線を持ったコアを分散配置することで短
　距離での２方向避難が可能となり、同時に消防活動時間の短縮
　も図ることができる。
● コアの分散配置により建物全体の視認性が向上し、出火場所の
　特定が容易になる。

耐火性能が高いコアを分散配置

コア内部の一時退避場所

避難避難

避難 避難

一時避難場所の入口を広く取り
逃げ込みやすくしている

耐火性能が高いコアを分散配置

コア内部の消防活動
場所としての附室

消防活動消防活動

消防活動 消防活動

避難コア

防災拠点
居住者の避難
コア→防災拠点→外部

消防活動用コア

消防隊の進入
外部→防災拠点→コア消防活動拠点

動線を分けて増やす→避難・消防力を高める22
● 各階の木造居住部分は、平面的な区画ではなく各エリアを分離し、耐火コアを間に挟んで計画する。木造居住部分は ��� ㎡
　程度の小規模な空間を一単位とすることで、建物全体への延焼を抑制する。（��� ㎡：現行法の防火地域における区画の２倍程度を想定）

● 木造居住部分の天井に熱と煙を排出する機構を設ける。平面・断面的な形状によるベンチュリー効果※� と吹抜け部の煙突
　効果により、外周部から建物中央の吹抜けへの気流を発生させ、効率的に排熱・排煙する。これにより火災の大規模化を
　抑制し隣棟への延焼も防止する。
● 床の仕上材と躯体の間に消火剤の原料となるリン酸二アンモニウム※� を充填する。� ㎡当たり、一般的な消火器（�� 型）�� 本
　以上の消火剤を充填でき、火災時には風圧により噴出、室内に拡散されて消火機能を発揮するとともに、火災発生階から
　下階への延焼を抑制する。

● 排熱・排煙機構となる天井のフィンは、アルミ合金製で
　水を充填しており、火災時にはフィン内部の水が火災の
　熱を吸収する。また火災最盛期には自動的にフィンが
　回転して平面的に一体となり、上階の燃焼物を受け止める。

炎・熱を分散・抑制する→火災の燃え広がりを防ぐ11

フィンが回転

フィンが回転

フィン内に充填された水
が火災の熱を吸収・気化

木床形状により
ベンチュリ―効果が発生

給気

給気

排熱・排煙

吹抜

上部に排熱・排煙

リン酸二アンモニウム
が燃焼を抑える

消火できず崩壊した場合は
フィンが回転し崩壊物を受け止める

フタ
フロア

燃え代層

※�：消火器に使用される粉末状の物質で、細かい霧状 
　　　の粉末が酸素濃度を下げ、燃焼を抑える役割を持つ

木材着火温度の熱が天井面まで上昇
（木材着火温度：約���℃）

天井面の温度は大きく上昇しない

火災時の熱シミュレーション

フィンの稼働原理

平面計画断面計画（火災時）

※�：流体の流れの断面積を狭めて流速を増加させると
　　　周りの空気が吸い込まれていく現象

平面形状によるベンチュリー効果の
気流が吹抜け部へ効果的に排熱・排煙

���㎡程度の木造部分を分離
して配置し、延焼を抑制

太陽光や風に合わ
せ、フィン角度をワ
イヤーで調整可能

平常時 火災初期
フィン上部ワイヤー

フィンフィン

火災最盛期

煙感知器連動で、排
熱に最適な角度に、
ワイヤーがフィンを
自動角度調整

火災最盛期には、火
災の熱でサーモスタ
ットが利いて、フィン
が自動で水平に静止
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外側外側 換気塔側換気塔側煙の流れ煙の流れ煙が天井へ充満煙が天井へ充満
排気排気

足元からの給気足元からの給気

火災熱が
天井まで上昇
火災熱が
天井まで上昇

排熱排熱

温度分布（℃）

フィンなしフィンなし

火災源火災源

煙の流れ煙の流れ

床床

フィンフィン

外側外側 換気塔側換気塔側

天井天井

足元からの給気足元からの給気
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火災熱火災熱

フィンありフィンあり

炭素固定量
大

床を木質化柱・梁を木質化

炭素固定量
小

梁
柱

床

空に広がる「かさねの色木」が都市に新たな風景を創る 現状の防耐火「覆う・止める」 「分ける・受け流す」ことで火災を最小化

線材である柱・梁に比べて厚い面材である床
の木質化の方が単位面積あたりの木材使用量
が多く、炭素を効率的に固定できる「かさね」の配色美が表現された装束

写真引用：政府広報オンライン｜日本の色」より

被覆に覆われた耐火木造 高性能準耐火木造＋安全措置 “分けて受け流す” 新たな木造防耐火建築物

重なり合う木の床が創る新たな都市の風景

い ろ ぎ

�重の石こうボードに覆わ
れた木造。表面には仕上
としての木が見えるのみ。

？

開口率制限が大きい外壁（延焼防止）

多くの防火区画

避難・消防活
動時間の短縮

木がありのままの姿で現れて自
然な魅力を保ち、重なり合いな
がら空に向かって広がっていく。
日本の伝統美にある「かさねの
色目」を「かさねの色木」とし
て外観デザインに表現し、日本
らしい新たな木質都市の風景を
創出する。また厚い床の木質化
により、効果的に都市へ炭素
を固定・貯蔵する。

都市部においては、火災安全性を確保するために高い防耐
火性能が求められる。耐火建築物は、木造部分を耐火被覆
で覆って部材の燃焼を止める処置を施すことになっている。
また、近年の法改正による高性能の準耐火建築物において
も外壁や防火区画によって全体を覆う必要があり、いずれも
木が現しにならず、木造本来が持つ魅力が損なわれている。

火災から木造部分を守る方法として、従来の方法である「覆う・止める」ではなく「分ける・
受け流す」ことで火災の拡大を抑制し、円滑な避難と消防のための経路を確保する。火災
時に建物内に発生する熱だけでなく、避難と消防活動の時間を最小化できる、新たな木造
防耐火建築物を提案する。

い ろ め い ろ ぎ

防災拠点防災拠点

木造部分を細分化 木造部分を細分化

視認性の
良い空間

熱を受け流す

熱を受け流す

隣棟延焼
を抑制

隣棟延焼
 を抑制

円滑な避難・消防活動経路
円滑な避難・消防活動経路

火をしなやかに受け流す、新たな高密木造都市の提案火をしなやかに受け流す、新たな高密木造都市の提案




